２０１４年度助成事業【日米フォスターユース 交流と協働プログラム】

収支報告書
· 収入の部
助成金　1,000,000円
収入計　1,000,000円　
· 支出の部
支出計　1,514,151円　
事業１．日本の当事者ユースによる米国視察　
米国での支出

	項目
	米国
	日本円換算
（１ドル１００円）
	備考

	ユースサミット会場レンタル
	767.60
	76,760
	機器を含む

	印刷費
	248.35
	24,835
	ユースサミットのチラシ、配布資料等

	郵送費
	45.31
	4,531
	

	合宿所
	965.49
	96,549
	１１名　２泊

	食費
	1367.96
	136,796
	自炊および外食。他の団体との会議のケータリングも含む

	ガソリン代
	314.30
	31,430
	自家用車５台　ｘ　１０日間

	駐車料
	48.00
	4,800
	

	その他
	436.97
	43,697
	お礼金・入場料・メンバーの手持ちキャッシュ・など

	合計
	4193.98ドル
	(A) 419,398円
	


日本での支出

	項目
	ー
	日本
	備考

	航空券代
	ー
	653,820
	ユース５名スタッフ１名計６名分

	ESTA
	ー
	7,286
	電子渡航認証システムESTAを米国籍のメンバー１名を除く５名分

	旅行保険
	ー
	18,960
	ユース５名スタッフ１名計６名分

	振込手数料
	ー
	216
	

	合計
	ー
	(B) 680,282円
	


(A) ＋(B)＝1,099,680円
１．の支出計　1,099,680円　
※　１．の米国視察事業では、参加メンバー全員がシアトルの理事宅に宿泊し、自炊したために宿泊費と食費に大幅な節約が可能になった。
２．日本の当事者ユースによる国連レポート案の作成
※　当事業の内容は「国会や州議会へ提言書を作成した実績のある米国ユースよりスカイプで指導を受けながら、国連子どもの権利条約についてのレポートへの当事者意見案を作成する。」というものだったが、スカイプでのオンライン会議は全て無料で実施することができ、二度行った勉強会の会場費も無料となったため、支出はなし。
２．の支出計　　　０円　
３．日本の当時者ユースによる関西での活動
	項目
	日本
	備考

	交通費
	188841
	ユース４名スタッフ１名計５名分の新幹線往復と関西での交通費（※ユース1名は関西在住）

	宿泊費
	150630
	ユース 4 名、スタッフ 1 名分 × 4 泊 ×6000 円（※ユース1名は関西在住）

	食費
	75000
	ユース５名スタッフ１名計６名分×5日×2,500円

	合計
	414,471円
	


３．の支出計　414,471円　
「収入の部」と「支出の部」の差引き不足分　514,151円　は、団体の寄付等より充当した。

以上
